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	1はじめに　本研究会では、2011年から星のライトカーブを取得する技術を活かして、食変光星の研究を行ってきた。今までに取得したライトカーブを比較すると極小部分に様々な特徴が現れることに気付いた。その特徴の背景で起こる現象を考察し、食変光星を分類しようと考えた。
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